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個人適用型メディア講義の提案 
 

斉藤 典明 

 

最近、MOOCに見られるように教育分野においてもインターネット活用が目覚ましい。ネットワークを介した遠隔授業は、
メディア講義と呼ばれ、教室で実施される講義と同等と位置付けられている。しかしながら、教室で実施される講義に比べ
脱落率も高いとされており、その原因の一つに、受講者の状況を把握せずに画一的に講義が進むことも考えられる。そこで、

継続的な学びを実現するために、画一的に作成されたメディア授業のコンテンツを、受講者の好みの受講スタイルに合わせ
てカスタマイズ可能にする個人適用型メディア講義を提案する。これにより、受講者は、より的確に講義内容を理解できる
ようになることが期待できる。本論文では、さらに実際の通信制大学における講義において実施される実験計画について述

べる。 

 

Proposed of Personalized Online Course 
 

SAITO Noriaki† 

 

Recently, the utilization of the Internet is increasing at the education industry, such as the MOOC. The online learning by using the 

Internet is called as a media course, and it can handle same as the real school classes. However, it is said that the dropout students are 

larger than the real class's one. As the one of the causes, the media course cannot consider to the situation of the students. To solve the 

such problem, I propose a personalized online course. In this paper, I will describe the concept of the personalized online course, an easy 

prototype system and the plan of the experiment. 

 

1. はじめに   

インターネットの普及により、大学教育においても大きな変革

が始まっている。近年、MOOC(Massive Open Online Course)

に見られるようにインターネットを介したオンライン講義を無料で

講義を受けられるようになっているだけでなく[1][2]、1/4 以上の

大学が多様なメディアを利用した遠隔授業を実施していると言

われている[3]。 

これまで、日本国内の大学教育においては、卒業単位数に

対して一定単位数の面接授業が必須であった。そのため、通

信教育においても面接授業によるスクーリングが必須であった。

しかしながら、インターネットを介したオンライン講義の進歩によ

り一定の要件を満たしたメディア授業であれば面接授業と同等

に扱うことができるようになった。これにより、通信教育において

大学卒業に必要な全ての単位を面接授業なしで取得できるよ

うになった[4]。 

このメディア授業の一定の要件とは、多様なメディアを高度

に利用して文字、音声、静止画、動画等の多様な情報を一体

的に扱うことと、該当授業の終了後にすみやかにインターネット

その他の適切な方法を利用することにより、設問解答、添削指

導、質疑応答などによる十分な指導ができること、学生相互に

意見交換できることとされている[5],[6]。東京通信大学では、こ

の条件を満たしたメディア講義によって大学卒業の要件を満た

せる通信教育を開始した。 

本研究では、コンピュータネットワークの特徴を積極的に活

かすことにより、面接授業の代用となるメディア授業の実現から、

面接授業の代用以上のメディア授業の実現を目指す。具体的
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には、従来の面接授業では大人数を相手に講義をしている。こ

のことに対して、例えば One To Oneマーケティングに見られる

ような、コンピュータネットワークの特徴を活かすことにより、個別

対応が可能なメディア授業の実現などが考えられる。そこで本

論文では、個人適用型メディア講義の提案を行う。 

 

2. 東京通信大学におけるメディア授業 

まず、面接授業とメディア授業を含む遠隔授業の特徴につ

いて整理する。通学制大学における通常の講義を面接授業と

定義する。ここでは卒業要件に必要な単位数を、すべてこの講

義形態によって満たすことが可能である。講義は、教員と学生

が同じ場所に居合わせて実施するので、学生から教員に質問

も容易にできる。教員は、学生の理解状況をみながら講義を臨

機応変に進めることができる。学生もその場に居合わせている

ので、学生同士のインタラクションも可能である。当然、学生本

人が受講していることも把握できる。ただし、講義は所定の時間

に実施されるため、時間的な拘束だけでなく、理解が及ばなか

ったときに再度受講することができない。 

一方、従来からの通信教育で実施している遠隔授業の形態

として、放送授業と印刷教材がある。両者は一方向性であるた

め、これだけでは卒業要件を満たせないとしている。具体的に

は、学生からの質問に難があることや、学生同士のインタラクシ

ョン、本人が受講しているのかが確認できないなどの理由から

である。そのため、面接授業を含むスクーリングと併用して卒業

要件を満たしてきた。ただし、放送授業や印刷教材のメリットと

しては、いつでも、何度でも受講することによって理解を深める

ことが可能である。 

これに対して、メディア授業は、動画による講義ビデオの視
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聴と合わせて、オンラインでいつでも質問を受け付けられること

や、受講のログを活用することで学生の取り組み状況を把握す

ることや、顔認証などにより本人性確認ができることから、面接

授業と同等に位置づけられている。そのため、メディア授業だ

けで卒業要件を満たせるだけでなく、いつでも、どこでも、何度

でも受講できるという特徴も有している。 

 

表 1. 講義形態の比較 

 面接授業 

遠隔授業 

メディア 

授業 
放送授業 印刷教材 

卒業要件

の完結性 
〇 〇 × × 

質問の 

容易性 
〇 〇 △ △ 

受講生の

状況判断 
〇 △ × × 

受講生間

のインタラ

クション 

〇 △ × × 

本人確認 〇 〇 × × 

受講時間

の柔軟性 
× 〇 △ 〇 

受講の反

復性 
× 〇 △ 〇 

 

 これを受けて東京通信大学では、さらに受講の機会を拡大に

するために、１回の講義を分割している。具体的には、通学制

大学の標準的な講義が１回９０分とすると、東京通信大学の１

回の講義は、１５分の講義ビデオ４本と、３０分相当の小テストか

ら構成される(図 1-a)。さらに、通常は半期で２単位の科目を、１

単位ずつ履修できるようにしたことと、単位を落とした場合、同

一年内に再履修できるように再配信を実施している(図 1-b)。 

 

図 1. 東京通信大学における講義形態 

 

 このようなメディア授業を実現するにあてって、次のような手順

でビデオ教材を作成している。 

まず始めに、一般的な授業と同様にシラバスを作成し、シラ

バスに基づいてプレゼン資料を作成する。この時、教員によっ

ては、話す内容を口述原稿として作成する。次に、作成したプ

レゼン資料と口述原稿に基づき、講義をビデオ収録する。収録

されたビデオ講義は、音声レベルや言い間違いなどに関して

編集を行い LMS(Learning Management System)に登録する。

講義の配信時期になったら、学生はビデオ講義を視聴できるよ

うになる。 

 

図 2. 講義コンテンツの制作過程 

 

3. 現状の課題と提案 

現状のメディア授業の基本的な講義スタイルは、教室で実施

する講義を、インターネットによる配信で実現したものが前提で

あり、教員が講義したものを動画にし、学生が動画を視聴する

のにあわせて、教室で受講するのと同様に質問できることや、

学生同士でやりとりできることが必要とされている[7],[8]。この意

味において、現状の遠隔授業は、面接授業の置き換えである。 

しかしながら、コンピュータを用いた授業であれば、情報技術

の進歩により、教員の置き換え、あるいは教員が実施する以上

のことを実現できる可能性を持っている。例えば、過去の提言と

して、双方向のインタラクティブ通信、幅の広い教材、講義に対

する学生の反応の把握、学生どうしのコミュニケーションの実現

がある[9]。 

 また、マーケティングの世界では、情報処理技術を組み合わ

せることで、従来からの不特定多数のマーケティングから、個別

対応によるマーケティングを行い成功している[10]。 

これらのことを踏まえると、将来的には、現在のメディア授業

を情報処理技術により自動化する段階(図 3-Step1)、情報処理

技術により教員の対応を上回るメディア授業を実現する段階

(図 3-Step2)へと発展してゆくことが予測される。 

 

図 3. メディア講義の発達段階 

 

現在のメディア授業を自動化する段階として、容易に実現で

きるものとして、教員による講義中の説明の自動化がある。最新

のWebブラウザには標準で音声合成のインタフェースが備わっ

ている[11]。2018年現在では、一部、読み間違いは発生するが、



GN Workshop 2018  

 

ⓒ2018 Information Processing Society of Japan  

 

日本語による読み上げは流暢であり、また、速度やピッチも制

御可能である。これにより、メディア授業時に配布している PDF

資料と、動画の収録時に用いる口述原稿を Web ブラウザの音

声合成インタフェースに入力することにより、教員による動画講

義と等価な音声合成講義を実現できる。 

ただし、メディア授業のガイドライン[7]では、メディア授業は

動画が必須と規定しており、上記は厳密な意味での動画には

反するものである。しかしながら、厳密な意味での教員による動

画と違いとして、教員の姿が見えない、説明時の抑揚がわから

ないことが挙げられる一方で、教員による動画で発生する、言

い間違いや不明瞭な発音の問題は解消しているため、動画に

よるメディア授業と遜色はないはずである。そこで、音声合成に

よるメディア講義が、教員による動画講義に比べて学生にとっ

て心理的に同等と感じるかについては検討の余地がある。 

次に、教員の対応を上回る処理のできるメディア授業をどの

ように実現するかについて述べる。ここでは、まずは簡単な試み

としては、マーケティングなどで実施している、ユーザの嗜好や、

個別対応に着目することができる。そこで、これらの特徴を持っ

たメディア講義を、個人適応型メディア講義として提案する。 

ユーザの好みに合わせるという意味において、音声合成の読

み上げ速度と、音声のピッチをカスタマイズすることが考えられ

る。これにより、受講生は、理解しやすい速度、男性的か女性

的かの好みの音声を選べる。個別対応という意味において、特

定の単語を、学生別にカスタマイズすることが考えられる。 

その他に容易に類推できることとして、もともとテキストから音

声合成しているので、音声から字幕を生成するよいも、容易に

音声にあわせて字幕を出すことができる。さらには、機械翻訳と

組み合わせれば、音声の多国語化は容易に実現できると考え

られる。さらには、講義動画を生成する過程が簡略化できる

ため、講義内容の更新を迅速化することで、最新の内容を

扱うことや、学生の反応を見て修正することが容易になる

ことが期待できる。 

さらなる高度化については今後の検討課題である。例え

ば、受講生の振舞いや、それまでに受講した講義内容に合わ

せて、理解を深めるための補足を講義に自動的に加える機能

なども考えられる。 

 

図 4. 提案方式によるコンテンツ制作過程 

 

4. 実験システム 

 以上を踏まえて、実験システムを構築した。実験システムは、

メディア授業における配布用の PDF と、収録用に準備された口

述原稿を用いた。これらを、Web ブラウザの音声合成インタフェ

ース入力することで、メディア授業を再現する。なお、Web ブラ

ウザは Windows 上の Google Chrome のみとした。 

受講生の嗜好に合わせるための機能として、音声の速度とピ

ッチをカスタマイズ可能にした。個別対応の機能として、「みなさ

ん」という単語を、各自の呼び名にする機能を実現した。その他

の機能として、講義は１ページ単位で進むこと、音声の講義に

あわせて必要であれば文字原稿を表示する機能、補足の注釈

をつけられる機能を実現した。 

処理手順(図 5)は、配布用の PDFと口述原稿をWebブラウザ

に入力させる。まず、個別対応機能として、口述原稿中の「みな

さん」という文字を受講生の呼び名に修正する(図 5-①)。なお、

受講生の呼び名は、あらかじめ入力しておいたものである。 

次に、音声合成の際に読み間違う部分について修正を行う

(図 5-②)。ここでは、主に漢字を読み間違うので、漢字記述を

カタカナ表記にする。この漢字記述とカタカナの対応は、コンテ

ンツ作成時に教員によるチェックにて作成したものである。 

 

図 5. 処理方式 

 

 このようにして、学生は Web ブラウザで表示されるメディア講

義を受講することができる。メディア授業の画面は図 6 のとおり

である。 

 図中の①は、PDF 形式の講義資料、②は再生ボタン、②’

は音声再生中の操作ボタン、③は再生中のページ数表示、④

はテキスト表示ボタン、④’は表示されたテキスト文、⑤は任意

のページへのジャンプボタン、⑥は音声速度の操作ボタン、⑦

は音声のピッチの操作ボタン、⑧はコメントがある場合のコメント

表示ボタンである。 

 操作方法は、Web 上で講義を選択すると、①選択した講義の

PDF 資料が表示され、②再生ボタンを押すことによって、対応

するページの音声が再生される。④必要に応じて、再生されて

いる音声のテキスト文字を表示させることができる。 

 なお、⑧のコメント表示ボタンは、今後の拡張のために用意し

た機能であり、現時点では講義に対するコメントは付与してい

ない。そのため、ビデオ動画による講義と、本システムによる講

義の比較実験において影響はしないと考えられる。 
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図 6. 講義システムの画面 

 

5. 学生実験 

このようにして作成した実験システムを用いて、学生実験を

行う。東京通信大学 情報マネジメント学部の講義において、

通常の教員による動画講義を受講した後に、同一の講義につ

いて音声合成した講義を視聴し(図 7)、アンケートに答える。 

 アンケートでは、どちらが講義として理解しやすかったかという

観点と、心理的に受け入れ可能なものかという観点で調査する。

本原稿を執筆している時点では、実験中であるため、実験結果

については別途報告する。 

東京通信大学の学生は、学生実験実施に字おいて、すでに

ビデオ講義を多数受講しており、評価するのに十分な見識を持

っていると考えらえる。想定される反応として、音声合成が良か

ったと思われるのは、ビデオ講義が不慣れな教員の授業に比

べると、わかりやすかったという傾向が多くなり、ビデオ講義が

慣れている教員に比べると味気ないという傾向がみられるので

はないかと思われる。 

 

図 7. 比較評価環境 

 

6.  議論と今後の展開 

6.1 講義スタイルについて 

現在、メディア授業における講義と考えられるものには、(1)

同時双方向型、オンデマンド型に分類でき、オンデマンド型に

ついては、(2)教員が学生相手に講義している様子を動画にし

たもの、(3)教員による講義を録画したもの、(4)説明資料を紙芝

居的に表示するもの、(5)音声合成とともにテキストをスクロール

してく動画が考えられる。(4)の説明資料を紙芝居的に表示する

場合については、(4-1)音声として教員が説明する場合、(4-2) 

音声として教員の代行者が説明する場合,(4-3)音声合成により

もの、(4-4)音声なしに分類できる。 

多くの大学におけるメディア授業は(1)～(3)の形態で実施し

ている。(4)については、社内研修などの e-learning で実施され

ている形態である。(5)は you tube で見られる形態である。今回

のアプローチは、この中で(4-3)に該当し、音声や内容を受講

者に適合するところにポイントがある。 

メディア授業は面接授業に近いことが要求されるため、この

観点で(1)～(5)の形態を比較する。(1)は、面接授業に近い形

態であるが、遠隔なので画面が限られ、実際その場にいるのに

比較すると場の雰囲気がつかみづらい。その反面、受講場所

にとらわれないというメリットがある。 (2)は、実際の講義風景を

ビデオ化したもので、メディア講義の受講生にとっては、講義を

中断して質問をすることができないため、質問の容易性につい

て違いがある。その反面、受講時間に縛られない、講義が中断

しないので計画的に講義が進められる、何度でも話を聞くこと

ができるなどのメリットがある。(3)は、受講生にとっては(2)と同等

であるが、教員によっては、学生の反応が全くないので説明す

るペースがつかみにくい。あるいは説明が単調になりがちであ

る。一方、講義の収録において受講生を準備する必要がない

ので、講義コンテンツをより容易に作れるのがメリットである。

(4-1)は、教員にとっては(3)と同等であるが、学生にとっては、

教員の顔が見えない。顔を見せることの必要性については、議

論の余地があるが、講義コンテンツの作成においては、さらに

効率化できることがメリットである。(4-2)は、(4-1)と同様のデメリ

ットがあるが、講義コンテンツの作成において、発話の上手な人

を採用することで、不慣れな教員よりもより良い講義が可能にな

るメリットがある。(4-3)は、(4-1)と同様のデメリットがあるが、音声

認識エンジンの性能によって(4-2)よりもよくなる可能性もあれば、

悪くなる可能性もある。一方で、講義コンテンツ作成においては、

(4-1)や(4-2)よりもさらに効率化できることがメリットである。(4-3)

と(5)については、今回、検討対象としたものより劣化するのであ

り、両者とも講義コンテンツ作成はさらに簡略化できる。ただし、

受講生にとっては、音声による説明かイラストなどによる説明が

なくなるので、内容の理解において議論の余地がある。 

面接授業に比べ、(1)、(2)、(3)、(4)、(5)と伝わる情報量は劣

化しているが、それに代わるメリットもあるため、一概に面接授

業に劣るとは言い切れない。 

 

表 2. メディア授業の類型 

 類型 面接授業と比較 

した不足部分 

1 同時双方向型 場の雰囲気 

2 オ

ン

デ

マ

ン

ド

型 

面接講義の収録 +質問の容易性 

3 ビデオ専用講義 +受講者の反応 

4-1 紙

芝

居

型 

教員が話す +教員の顔 

4-2 教員の代行者が話す +教員の顔 

4-3 音声合成 +抑揚 

4-4 無音 +音声による説明 

5 文字スクロール動画 4-3+図による説明 
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6.2 個人適用型について 

通信制大学の場合、卒業率が低く、学習の継続が困難という

のが一つの課題と言われている。MOOC においても脱落者が

多いことが指摘されており、脱落防止のためにパーソナライゼ

ーションは必要であるという指摘もある[12]。そして、ＡＩにより最

適にパーソナライズされた学習経路を提示する方法[12]や、試

験問題をパーソナライズする方法などが提案されている[13]。 

面接授業は、教員は学生の状況を見ながら講義を進めるこ

とができる。そのため、授業は教員と学生の歩み寄りによって成

り立っている(図 8-a)。一方、現状のメディア授業は、講義を動

画撮影し、質問があればネットワークを使って質問する方式で

ある。一度撮影した動画は、全ての学生に画一的に配信される

ため、学生から積極的に歩み寄ることで講義が成り立つ (図

8-b)。通信制の講義の場合、このような理由で脱落者が多くな

ると考えられる。そこで、一旦撮影した講義コンテンツであって

も、コンピュータ処理により学生に歩み寄ることのできる講義が

作れれば、より受講しやすくなることが考えられる(図 8-c)。この

ような講義方式を、ここでは個人適用型メディア講義を位

置付ける。これにより、受講者は、より的確に講義内容を

理解できるようになることが期待できる。 

 

図 8. 提案の狙い 

 

6.3  今後の改良について 

現在、個人適用型メディア講義として、実験システムで実現

したことは、動画として講義を流すのではなく、逐次ページめく

りする要領で講義を進めること、講義の説明音声をカスタマイズ

すること（速度、ピッチ）、一部の表現を個人ごとに変えること

（現在可能なのは名前を入れることや語尾を変えることなど文

字パターンによる変換）を実現した。これに対して、今後の改良

について述べる。 

実験システムは、口述原稿からの音声合成による講義であり、

画面はＰＤＦ資料だけなので、説明者の映像が不在である。音

声のイメージに合わせて、好みのキャラクターに説明を実施さ

せることで、受講欲求が高まることも考えられる。特に、ピッチを

高くすると女性風に、ピッチを低くすると男性風の声になるので、

声の調子に合わせたキャラクターの提示も考えられる。 

講義についても一方的に講義が進むだけでなく、講義の途

中で質問を受け付け、自動的に回答するような仕組みも考えら

れる。例えば、受講者にとって難解な用語が出現したとき、受

講者は講義を一旦中断し、質問を入力する。講義システムは、

質問された用語について辞書から解説文を持ってくることで質

問に答え、講義を再開するようなイメージである。  

類似のこととして、受講者の属性に応じて講義コンテンツを

場合分けすることも考えられる。例えば、講義中で、若い人向け

に話す内容と、シニア向けに話す内容が異なっている場合、講

義内に若手かどうかを確認する設問を作成し、その回答に応じ

て、若い人向けの説明か、シニア向けの説明をする、などが考

えられる。特に、理解するうえで、時代背景が必要な場合は、シ

ニア向けには説明不要かも知れないが、若い人には説明が必

要な場合もあるので、このようなときに有効である。 

また、本来講義であれば、説明に抑揚をつけることも必要で

あるが、現在は実装していない。実現については、以前からあ

る VoiceXML[14]や最近の SSML[15]などの活用が考えられる

が、講義コンテンツを作成する教員からすると、口述原稿の記

述が複雑化する。よって、抑揚をつけたいところは自動的に判

断する機能が実現できると良い。音声認識エンジンは、日に日

に性能が向上しているため、この点については、技術の進歩に

期待するという解もありうる。 

このほかのアイディアとして、面接授業では、特に演習科目

などでは、学生の課題取り組み状況を教員が見ていて、間違っ

たことをしていれば、その場で補正することをする。また、その都

度発生する質問については、各個人の状況にあわせて回答し

ている。メディア授業においてもこのような、各個人の取り組み

状況に適用して、間違いを正すことや疑問点に答えるような仕

組みも必要であると考えられる。 

 

7. おわりに 

現在、大学教育においても、インターネットを用いたメディア

授業の活用が増加している。メディア授業は、通常の面接授業

と同様に効果があるとされているが、面接授業に比べて脱落率

も高いとされている。これは、面接授業に比べ、学生から

積極的に授業に歩み寄る必要があることも一因であると考

えられる。そこで、この問題を解決するために、画一的に

作成されたメディア授業のコンテンツを、受講者の好みの

受講スタイルに合わせてカスタマイズ可能にする個人適用

型メディア講義を提案した。また、実際の通信制大学にお

けるメディア授業で、実験を行うための実施計画について

述べた。実施結果については、別の機会に発表する予定で

ある。 
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